
 

  

 

 

 

 

         「英姿颯爽（えいしさっそう）」優れた姿で勇ましくさわやかな様子を表す四字熟語」   

 

 

 

 

 

 

 

８月２４日（金）、川崎町の「やさいサラダ」（就労継続支援 A 型）と  

「ワークジョイかわさき」（就労継続支援 B 型）に行ってきました。  

 

「やさいサラダ」では、「かさい農産」を中心に近隣の農家か

ら農作業を受託して、野菜の播種・定植・除草などの仕事を

行っています。  

主に作っている野菜は、ほうれん草、小松菜、ごぼう、水菜、トマトなどです。野菜の袋

詰め作業では、一日に 1000 袋を超える程の袋詰めを行っています。今年は猛暑のため、ハ

ウスの中は 60 度を超える日もあったそうです。利用者の方々はとても大変な中仕事をされ

ているということでした。  

この日は、「レタスの種まき作業」と「ごぼう茶の袋詰め作業」をし、生徒たちは、興味

深く集中して体験することができました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ワークジョイかわさきでは、「ヘルメットの説明書の袋入れ」などの受託作業や食品加工

作業、施設外作業（椎茸の収穫、袋詰め）を行っています。特に「ヘルメットの説明書の袋
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入れ作業」は一日に 1600 袋のノルマがあり、この日も利用者の方々は、集中して黙々と仕

事に取り組んでいました。  

 生徒たちは「ヘルメットの説明書の袋入れ」、「安全靴のボンド貼り」、「テープはがし」を

体験し、大変有意義な職場見学となりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 27 日（月）、「ホームラン」（就労継続支援 A 型）と「ルンルン」（就労継続支援 B 型）、

「菜の花工房」（就労継続支援 B 型）に行ってきました。  

 

 

 

 

 

「ホームラン」では、豆腐や納豆、こんにゃく製造の工場を見学し、材料や製品ができる

までの工程について説明を受けました。北海道や宮城県など国産の材料のみを使用した、

こだわりの製品を丹精込めて作り、契約したお客さんの家に毎日 120 件程配達するという

お話や、勤務時間・給料のことなど、生徒たちは興味深く真剣に聞いていました。個人の長

所に合った仕事をそれぞれ責任をもって行っていることが分かりました。  

 

 

 

 

ホームラン 



 

 

 

 

「ルンルン」では、段ボール製品の組み立てや花卉（かき）栽培、菓子箱折り作業を見学

しました。大船渡市のさいとう製菓から受注した菓子箱は種類がたくさんあり、一日に 700

～800 箱折っているそうです。製品が汚れないよう、帽子や手袋をして作業する様子も見る

ことができました。また、日課の流れも説明していただき、生徒たちが気になっていたお昼

には、給食を食べるということが分かりました。短い時間でしたが、説明を聞きながらメモ

をとったり質問をしたり、菓子箱の仕切り部分の折りを体験したりと、大変有意義な職場

見学となりました。  

 

 

 

 

 

 

 「菜の花工房」では、プラスチック製品の切り落とし作業や亀の子せんべいの菓子箱折り、

古着ボタンの取り外しなどの作業、ケーキ加工を見学しました。作業の中には裁断機を使

用するものがあり、指示がきちんと聞ける人が求められると分かりました。また、始めはで

きなくても何回も練習して少しずつできるようになり、今ではたくさんの種類の菓子箱を

手際よく折っている利用者の方々の様子も見学することができました。ここでも、箱折り

を体験し、仕切り部分より複雑な折り方にも挑戦してきました。働くためには、学校の生活

と同じように、規則正しい生活を送ることが大切だと学びました。  

 

☆施設責任者の方に伺いました。～働くために必要なことは何ですか？～☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルンルン 

ホ ー ム ラ ン： ①あいさつができる。 

        ②コミュニケーションがとれる。 

        ③報告・連絡・相談ができる。 

 ル ン ル ン： やる気。一番は気持ちが大切！！  

 菜の花工房： 生活リズムを整える。 

（決まった時間に寝る、起きる、ご飯を食べる  など） 

 

菜の花工房 



 
 

 

 

 

 

 

 

８月 28 日（木）、宮城県栗原市の「よしの」（放課後等デイサービス）に行ってきまし

た。掲示物などを見ながらおやつの時間やクリスマス行事など、楽しく活動している様子

を紹介していただきました。  

「よしの」では、放課後や夏休みなどの長期休みを利用して、社会的自立に向けた訓練や

社会体験などを行っており、本校の児童生徒もたくさん利用しています。大きなホールや

園庭にはいろいろな遊具があり、環境に恵まれていました。また、言語聴覚士が成長に合わ

せて言語のリハビリも行っています。  

車で学校まで迎えに来てくれます。帰りは家族の迎えや施設の車で帰宅しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～校内実習について～ 
Ｃ・Ｄ組の校内実習が始まりました。14 日（金）までの２週間、職場見学で学んできた

ことを生かし、『将来「働く」ためにはどんな力が必要なのか』を考えながら取り組みます。

一日いっぱい作業します。「早寝・早起き・朝ご飯」を合い言葉に、最終日まで元気に実習

をやり遂げることができればと思います。ご家庭でも規則正しい生活を送れるよう、ご協

力をお願いします。  

また、９月 10 日（月）～14 日（金）まで「学校へ行こう週間」となっています。  

この機会に、生徒たちのがんばっている様子をご覧いただき、 

励ましの声を掛けていただければと思います。  

どうぞよろしくお願いします。  

校内実習で製作した製品は、『清明祭（11/３）』で販売します。 

どうぞお楽しみに！！ 

３Ｄ福祉事業所見学 

よしの 


